
安全確認できない万博遠足には行けない !

有毒ガス発生は、高濃度の書きで旅置 ′

万博協会のホームベージに公表の測定結果(最新 10月 )で見る限り、会場敷地の有毒ガス発生について、
昨年 3月のメタン爆発現場等のガス漏れ対策だけはされていても、各所のガス抜き管地点の測定結果は、

CO・ 硫化水素等も含めて高濃度の「安全基準値超え」が放置されて続いています。1200ppmで一酸化炭
素中毒で生命危険 (東京都労働局健康課)とされる COに ついても、機器の測定範囲 (検査上限値)を
2000ppmまで上げたにもかかわらず「○∨ER」 (検査不能)が多発していて (※ )、 高濃度だが程度不明
の異常な状況です。「地中に溜まつていても、空中に拡散するから大丈夫です。」という大阪府や万博協会の

トンデモ 1説明は決して許されません。 [裏面の資料参照]
※ バス駐車場や GW(イ ベント広場等)の予定の夢洲 1区の、26か所中 16か所が「○∨ER」 です。

「(対策)情報|さ把握していない ・̈」教育委員会

私たちは 10月 に大阪市教育委員会に「万博の学校参加の引率業務の、労働災害 (公務災害)の防止に
関する要求書」を提出し、11月 5日 に団体交渉と協議 (説明と質疑)を持ちました。その場で市教委は、
「有毒ガスが発生している現状は問題があるが、開催までには万博協会が防止対策をすると考えている。」

(要旨)と 回答しました。

しかし最新の測定結果でも改善されない現状なので、組合は 1月 15日 に再度「要請書」を提出し協議
を求めました。市教委は協議の日程調整には応じるとする一方で、何と :「メタンガス (等 )の状況につ

いては、万博のHPで 開されている情報しか把握していないので、 明できる内容が乏しい・ 口・ (引
き続き、大阪府教育庁を通じて、情報収集につとめる予定)」 と言つてきました。それなら、現時点では

市教委から各学校に、少なくとも「取りあえず、万博参加見合わせ」の情報を提供すべきです。

安全を確認で鋳 い以上憾、行かなら1、 行l十ない′

一方 12月 18日 と20日 に内閣府と万博協会が政令市を含む全国の都道府県への説明会を開催し、そ
れを受けて大阪市教委は 1月 29日・30日 に全市の校長に説明会を行うとのことです。この校長説明会を
受けて、各学校では最終的に、引率当該学年の教員集団を始めとして「行くかどうか」の判断が問われます。

有毒ガス発生・汚染状態が変わらない以上、教職員には子どもたちへの災害事故防止の「安全配慮責務」

があります。市教委は各学校任せにせず、「学校参加の見送り」を進めるべき時です。また不幸にも被災事

故が起きた場合、問題を知つていて対応しなかつた責任は教育委員会だけでな <、 参加を判断した各学校の

校長を始め教職員にも問われることになります。

学校行事の安全を確保するのlき、教職員一人一人の仕事です

返垂絶Ω聖上2豊 L菫 1墜生査皇撞Q圭」断でいつでも可能、というのが教育委員会の説明です。熊取町の全

小口中学校 8校は 12月 23日 に全校長連名で保護者宛の文書を出し、学校行事としての不参加とチケッ
トの個別配布を発表しました。茨木市等でも、学校ごとに同様の保護者通知を出したところもあります。

☆ 「子どもと教職員の安全が確認できない以上は不参加」を判断すべき時になっています。超多忙
な中ですが、校長と引率学年任せでな <、 教職員全員の意見を出し含いましょう !
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ノヽ って、権利と教育を闘いとろう !


